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ウ ワ バ ミ ソ ウ の 休 眠 特 性 と 促 成 栽 培
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拿

(山形県立農業試験場最北支場 。*尾
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Characteristics of Dormancy and Method of Forcing Culture of U、 vabamiso
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1  は  し め に

山菜の一種であるウワバ ミツウ (ア カミズ,ミ ズナ)は
,

自生地からの採取のほか普通栽培では5月 以降に収穫され

る。収穫期を前進させると経営上の有利性が見込まれるこ

とから,ハ ウスを用いた促成栽培技術を確立するため,休

眠の特性と促成方法について検討した。

2試 験 方 法

(1)試験場所 :山形農試最北支場

0)試験年次 :1991～ 1992年

Q 試験区の構成 :

1)伏せ込み時期

<1991年度> 1992年 1月 29日 ,2月 9日 ,2月 29日

<1992年度> 1992年 11月 25日 ,12月 11日 ,12月 24日
,

1993年 1月 29日

2)低温処理

伏せ込み時期 1992年 11月 25日 ,12月 11日

低温処理   有,無

3)シベレリン処理

1)の各伏せ込み日に処理濃度 0,25 5Q ttbpm

(41 試験規模 :1区 8～ 20株 単区制

傷)供試材料 :最上在来 (肉芽から2年養成した株)

6)栽培概要 :

1)株掘り上げ <1991年度> 1991年 12月 3日

<1992年 度> 1992年 11月 4日

2)低温処理法 :株の掘り上げ後,土がついたままの

根株を育苗箱に入れて,半地下設置型雪むろ (ヒ ューム管

埋設型)内に伏せ込み時期まで保管した。保管中の施設内

温度は15℃前後ではぼ一定。

3)屋外保管 :低温処理以外の区は育苗箱に根株を並

べ,コ モで被覆した。

4)促成方法 :ガ ラス温室内伏せ込み床 (床幅 l ln×

長さ10m)に ,土がついたままの根株を並べ頂部の土を洗

い流 した後、ほう芽部及び株間に間土を入れ整地 し、その

上にモミガラを厚さ1～ 2 cn敷いた。

5)促成温度 :地温20～25℃にカロ温 した。

6)ジ ベレリン処理 :伏せ込み後,頂部の土を洗い流

し,株当たり3～ 4 mlを株の中心部に噴霧。半日程度放

置した後,間土を入れそミガラを敷いた。

7)収穫 :草丈20m以上となったときに収穫した。

3 試験結果及び考察

(D 伏せ込み時期と生育 :ほ う芽に要した日数は伏せ込

み時期が遅くなるほど短 く,ま たほう芽株率は同様に高 く

なる傾向が見られた。 1月 中旬以降の伏せ込みではすべて

の株でほう芽した。また,ほ う芽はしてもその後芽の伸び

ないものが見られ,こ れを「出すくみ」と表現した (以下

「出すくみ」という)が ,こ の出す くみ茎率は11月 25日
,

12月 11日 伏せ込みでは100%と なった。収量は, 1月 以降

の伏せ込みではピ当り2 kg程度が得られたが,11月 25日
,

12月 11日伏せ込みでは皆無,12月 24日 伏せ込みでは1月 以

降伏せ込みの約20%と 少なかった。これらのことから,ウ

ヮバ ミツクは自然状態で11月 下旬ころには休眠状態にあり,

その後徐々に覚醒に向かい.1月 中～下旬にはほぼ休眠が

打破されるものと考えられる。

表 1 伏せ込み時期が生育に及ぼす影響

講   tたせ  ほう芽期  ほう芽 出す(み  収穫日  r当り  r当 り

込み 俄せ込み 株 率 茎 華 (伏せ込み 収 穫 収 穫
年次 時期  後日数) 後日数) 茎 数 茎 重

月日 月日佃) %  %月 日佃) 本  8
1991   1 19   2 800   100      0   'お (l1   333   1732

年度  29 2 2 11al  ll ll   o  l"lll1 384  2611
2"  310(0  11X1    0  3m(II1  412  1978
1125  - 22  100  -    ―   ―

1992 1211 18m  50  100 -   ―  ―

年度 12 24 1 H lll1  63  31 1"00 152  360
129 2■ (D  100   0  2"00 560  1850

注 ※ :ほ う芽はするが,その後の生育が停止するもQ

表 2 低温処理が生育に及ぼす影響 (1992年度)

(犬せ  低 温  ほう芽期  ほう芽  出すくみ 収穫日  ご当り   ♂当り
込み  鯉の (状せ込み 株 率 茎  率 (伏せ込み 収 獲  収 穫
時期 有無 後日拗 後日郵D 茎妻 茎言

月 日

11 25

12 11

無
有

無

有

%  %月 日(lll  tt  g
22   100  -    ―   ―

67   88  -    ―   ―

50  100  -    ―   ―

月厳助
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0)低温処理の有無と生育 :い ずれの伏せ込み時期とも

低温処理をすることにより,ほ う芽株率が高く出すくみ茎

率が低 くなった。 しかし,収量は12月 11日伏せ込みでピ当

り620gと 低 く,■月25日 伏せ込みでは草丈が伸びず収穫

できなかった。このことから,低温処理は休眠打破の効果

は認められるものの,その程度が15℃ の21～ 37日 間の処

理では不十分であると考えられる。

13)伏せ込み時期及びジベレリン濃度と生育 :各伏せ込

み日とも処理濃度が高いはどほう芽期が早くなり,ま た収

量も増加 した。ほう芽株率は12月 24日 以前の伏せ込みでは

ジベレリン処理区はすべて100%と なったが,無処理区で

表3 伏せ込み時期とジベレリン処理濃度が休眠・生

育に及ぼす影響

は低かった。一方,出すくみ茎率は12月 24日 以前の伏せ込

みでは濃度が低いほど高くなった。以上のことから,ジ ベ

レリン処理はほう芽促進効果,茎葉伸張促進効果があると

考えられる。

14)低温とジペレリンの併用処理と生育 :低温とジベレ

リン処理を併用することにより,出すくみ茎率が低くなり,

収量がやや増加する傾向が見られた。しかし,ジ ベレリン

のみの処理と比較してその効果がそれほど高くないことや
,

低温処理の開始時期や期間等に不明の部分が多いことから,

併用処理については更に検討する必要がある。

表4 低温とジベレリンの併用処理が休眠 。生育に及
ぼす影響 (1992年度)

伏せ込み 低温 GA処理  ほう芽  出す(み  収穫まで r当 り ♂当り
時  期 処理  濃 度  株 率  基  率 の日数 収機茎数 収穫茎重
月 日
11 25

有  0  67  88  -   0  -
″    50    100     10    41    654   1900
″    100    100     8    41    699   2170

1211 無   0   50  100  -    0  -
″    50    100     10    28    499   1500
″    100    100      1    25    707   2400

有  0  75  31  33  230  620
″    50    100     2    25    987   2760
″   100    100     2    25    771   3010

4 ま と め

ウヮバ ミツウには休眠現象が見られ,山形県最上地域に

おける自然状態では 1月 中～下旬にはほぼ覚醒するものと

考えられる。

促成栽培のための休眠打破には低温処理,ジ ペレリン処

理のいずれも効果があるが,ジ ベレリン処理の効果力潟 い。

実用的な伏せ込み時期は12月 中旬以降で,処理濃度は12月

中旬が100ppm,12月 下旬は50ppm,1月 は25ppmが よく,

2月 以降は処理する必要がないものと考えられた。

CA処理 ほう芽期  ほう芽  出すくみ 収穫日

濃 度 伏せ込み 株率 茎 率償せ込み
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ppm%%EAeピ当リ  ピ当り
穫

重
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数

収
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４‐

無

″
″

”

年

度
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l19 0 280
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